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町⺠意識調査 

１ 調査概要 
 
 
 
 
 
 

                    
 
 
 
 
２ 調査結果 
（１）奥出雲町での⽣活について 

①奥出雲町への愛着や誇り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）⼈⼝減少対策について 
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山
林
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き
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れ
な

い
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荒
廃
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行
財
政
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持
・
税
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負
担
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そ
の
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特
に
な
し

20代以下 25.0 22.1 10.3 14.7 22.1 42.6 25.0 30.9 20.6 13.2 7.4 8.8 1.5 2.9 17.6 7.4 2.9 1.5

30代 23.3 12.8 30.2 5.8 33.7 50.0 22.1 30.2 16.3 5.8 8.1 0.0 5.8 2.3 17.4 15.1 0.0 1.2

40代 31.5 19.0 19.0 1.8 25.6 45.8 23.2 29.2 8.9 10.7 8.3 1.8 2.4 6.5 25.6 16.1 0.6 1.8

50代 38.1 13.3 7.8 2.3 26.1 45.0 23.4 18.3 13.8 17.9 9.6 1.4 6.4 5.0 30.3 13.3 1.8 0.0

60代 40.2 15.0 5.7 0.5 25.4 38.1 29.0 16.6 11.4 18.4 8.3 0.3 7.5 9.8 34.7 13.7 0.8 1.0

70代 40.5 18.3 4.2 0.8 22.2 36.0 25.1 17.0 11.7 15.7 11.0 0.8 6.3 9.7 39.7 12.0 1.0 0.3

ず

っ
と
住
み
続
け
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

住
み
続
け
た
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

町
外
に
移
り
た
い

町
外
に
移
り
た
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

20代以下 17.6 27.9 10.3 11.8 29.4

30代 18.6 45.3 7.0 7.0 22.1

40代 22.6 42.3 12.5 4.8 17.3

50代 27.5 40.8 6.0 4.6 20.2

60代 43.5 35.5 6.0 2.6 10.9

70代 51.4 29.0 4.7 1.0 9.4

※表中の数値は％を表している。 
※数値の網掛け   はその区分において最も高い数値を示す。（「その他」、「無回答」を除く） 
※青太字は全体平均より 5ポイント以上 10 ポイント未満の値を示す。赤太字は、全体平均より 10 ポイント以上高い値を示す。 

●「少⼦⾼齢化」・「⾃分や家族の健康」が⼼配されている。 
●「20代以下〜40代」では、「町内の働く場所の減少」が全体平均よりも⾼い。 
●「20代以下」では「⼦育て⽀援」、「30代」では「学校の教育環境」の割合が全体平均よりも10ポイント以上⾼くなっている。 

とても住み
やすい
11.4%

どちらかといえ
ば住みやすい

55.4%

どちらかといえ
ば住みにくい

19.3%

とても住
みにくい

2.8%

どちらとも
いえない

9.7%

無回答
1.3%

ｎ＝1,314 

●「住みやすい」と感じている⽅が約7割を占めている。 
（「とても住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」の合計） 

問 28 SA 

問 30 MA（3 つまで） ③１０年後の奥出雲町での⽣活に対する⼼配ごと  

②奥出雲町の住みやすさ 問 11 SA 

調査期間 令和2年7⽉28⽇〜令和2年8⽉14⽇ 
調査対象 町内在住の18歳〜79歳の男⼥ 
標本数 2,455⼈ 
抽出⽅法 住⺠基本台帳から地区別での無作為

に抽出 
調査⽅法 郵送配布・郵送回収調査 
有効回収数 1,314件（有効回収率53.5％） 

 

感じる
21.8%

ある程度感じる
51.8%

あまり感じない
17.4%

感じない
3.5%

無回答
5.5%

●奥出雲町に「愛着や誇りを感じている」⽅が約7割を占めている。 
（「感じる」「ある程度感じる」の合計） 

ｎ＝1,314 

 男性 ⼥性 無回答 合計 
10代 5⼈ 8⼈  13⼈ 
20代 27⼈ 28⼈  55⼈ 
30代 42⼈ 43⼈ 1⼈ 86⼈ 
40代 87⼈ 81⼈  168⼈ 
50代 107⼈ 111⼈  218⼈ 
60代 202⼈ 183⼈ 1⼈ 386⼈ 
70代 181⼈ 202⼈  383⼈ 

無回答 2⼈  3⼈ 5⼈ 
合計 653⼈ 656⼈ 5⼈ 1,314⼈ 

 

■回答者属性 

55.4%

46.9%

37.5%

24.1%

21.0%

17.7%

16.2%

7.6%

5.9%

4.6%

3.9%

2.5%

1.6%

2.4%

4.2%

永年住み慣れていて今の場所に愛
着があるから

まわりの自然や景観が豊かだから

地震や水害などの自然災害に対し
て安全だから

近所の友人や親族など近所つきあ
いが良いから

日常の買い物などが便利で生活し
やすいから

会社など町内に働く場所があるから

通勤（通学）時間が短く便利だから

子どもの教育環境が良いから

福祉が充実しているから

医療が充実しているから

インターネット環境が整っているから

生活に必要な情報サービスが整って
いるから

文化・スポーツ施設などが充実して
いるから

その他

特に理由はない

0% 20% 40% 60%

②−１．住みやすいと思う理由           ②−２．住みにくいと思う理由 
 

問 11-1 MA（３つ） 問 11-2 MA（３つ） 

56.7%

56.0%

38.1%

16.2%

15.1%

11.0%

10.7%

10.0%

7.6%

6.2%

3.4%

14.1%

3.4%

日常の買い物などが不便で生活し

にくいから

働く場所が少ないから

医療が充実していないから

通勤（通学）時間が長く不便だから

インターネット環境が整っていない

から

近所の付き合いが良くないから

文化・スポーツ施設などが充実して

いないから

子どもの教育環境が良くないから

地震や水害などの自然災害に対し

て不安だから

福祉が充実していないから

情報サービスに乏しいから

その他

特に理由はない

0% 20% 40% 60%

ｎ＝878 ｎ＝291 

40.6%
36.9%

32.3%
25.5%

24.9%
20.3%

16.4%
15.4%

13.2%
12.4%

9.2%
9.2%

7.8%
5.9%

2.1%
1.2%
1.1%
0.8%

少子化や若者の更なる減少

自分や家族の健康

山林・農地や家（空き家）が継承されない、荒廃する

担い手不足による地域産業の縮小

地域の医療機関や体制

町内の働く場所の減少

高齢者・障がい者に対する福祉

移動手段の確保

行財政の維持・税金の負担増加

身近な商店などの閉店

学校の教育環境

地域コミュニティや人付き合いの希薄化

道路や河川や施設等の管理の担い手がいなくなる

自然災害の多発

子育て支援

地域文化・伝統芸能の喪失

その他

特になし

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ｎ＝1,314 

①今後の定住の意向 問 12 SA 

ずっと住み続
けたい
37.5%

どちらかといえば
住み続けたい

35.5%

どちらかといえば
町外に移りたい

6.7%

町外に移
りたい
3.7%

どちらとも
いえない

14.5%

無回答
2.1%

ｎ＝1,314 

●「ずっと住み続けたい」37.5%、「どちらかといえば住み続けたい」35.5％と約7割が定住意向あり。 
●「20代以下」では、町外への移住意向を持っている⽅が多く、全体平均の倍程度となっている。 
●若い世代ほど定住・移住に対して明確な意向がない（どちらともいえない）割合が⾼くなっている。 
●⾼齢世代ほど定住意向が⾼い。 

本調査は、まちづくりの総合的な⽅向性を定める第２次
奥出雲町総合計画・第２期奥出雲町まち・ひと・しごと創
⽣総合戦略の策定にあたり、町⺠の⽣活実態に関する意識
やニーズ、施策に関する意⾒等を把握し、奥出雲町におけ
る⾏政課題を分析することにより、計画の基本⽅針や施策
の⽴案に向けた基礎資料とすることを⽬的とする。 

1/3 

生活に必要な情報サービスが 
整っているから 

文化・スポーツ施設などが充実 
しているから 

永年住み慣れていて今の場所に
愛着があるから 

地震や水害などの自然災害に 
対して安全だから 

近所の友人や親族など近所 
つきあいが良いから 

日常の買い物などが便利で 
生活しやすいから 

日常の買い物などが不便で 
生活しにくいから 

インターネット環境が整っていないから 

文化・スポーツ施設などが充実して 
いないから 

地震や水害などの自然災害に対して 
不安だから 
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町⺠意識調査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）地域活動・町⺠参画について 
①町⺠と⾏政の役割分担 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
ち
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー

や

担
い
手
の
育
成
・
支
援

ま
ち
づ
く
り
に
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提
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・
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ま
ち
づ
く
り
の
出
前
講
座
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学
習
機
会
の
提
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町
民
が
気
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に
参
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で
き
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イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催

ま
ち
づ
く
り
活
動
費
な
ど
の

資
金
調
達
の
多
様
化

世
代
や
男
女
関
係
な
し
に
意
見

を
言
い
や
す
い

（
関
わ
り
や
す

い

）
環
境
・
雰
囲
気
づ
く
り

活
動
回
数
を
減
ら
す
な
ど

負
担
軽
減
の
検
討

20代以下 29.4 29 .4 4.4 64 .7 17.6 48 .5 13.2

30代 22.1 12.8 1.2 52 .3 29.1 48 .8 37.2

40代 31.0 16.7 6.0 47.0 21.4 43.5 32.7

50代 30.3 22.5 8.7 40.8 27.5 43.1 28.9

60代 40.9 20.2 6.2 37.6 31.3 38.9 24.4

70代 36.0 19.8 9.1 41.3 20.9 33.2 11.7

現在参加し
ている
46.8%

過去に参加し
たことがある

28.8%

参加したことはな
いが関⼼がある

6.2%

参加したことはな
く関⼼もない

10.0%

無回答
8.1%

②若い世代の移住拡⼤に向けた対策 

75.3%
38.4%

28.0%
24.8%

24.0%
17.5%

16.4%
16.4%

7.8%
6.8%

5.3%

若い世代の就労支援（企業誘致、就職相談）

子育て支援や教育環境の充実（経済的支援、施設や設備の充実）

結婚支援の充実（出会いの場づくり）

日常的な買い物や飲食ができる施設の充実

保健医療体制の充実（医療施設、健康教育・相談）

就農支援と６次産業化（農産品の付加価値化、販路拡大）

移住希望者向け事業や奥出雲町応援者との交流事業

住まい探し、住宅整備や住宅取得への支援

創業者支援による町商工業の活性化

観光振興による来訪者の増加

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%
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援
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（
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い
の
場
づ
く
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て
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的
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の
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保
健
医
療
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制
の
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（
医
療
施

設

、
健
康
教

育
・
相
談

）

日
常
的
な
買

い
物
や
飲
食

が
で
き
る
施

設
の
充
実

若
い
世
代
の

就
労
支
援

（
企
業
誘

致

、
就
職
相

談

）

創
業
者
支
援

に
よ
る
町
商

工
業
の
活
性

化

就
農
支
援
と

６
次
産
業
化

（
農
産
品
の

付
加
価
値

化

、
販
路
拡

大

）

観
光
振
興
に

よ
る
来
訪
者

の
増
加

移
住
希
望
者

向
け
事
業
や

奥
出
雲
町
応

援
者
と
の
交

流
事
業

住
ま
い
探

し

、
住
宅
整

備
や
住
宅
取

得
へ
の
支
援

そ
の
他

20代以下 22.1 41.2 20.6 54 .4 66.2 2.9 8.8 14.7 7.4 17.6 5.9

30代 23.3 41.9 24.4 37 .2 72.1 10.5 4.7 5.8 16.3 37 .2 4.7

40代 15.5 51.2 29.8 29.2 76.2 8.3 11.3 4.8 14.3 22 .6 7.7

50代 25.7 42.7 23.4 23.9 80 .7 7.8 11.0 5.0 11.0 20.2 8.3

60代 30.6 40.7 23.6 19.7 76.7 8.5 21.8 6.2 17.4 13.5 3.6

70代 34.2 26.9 23.0 20.1 72.3 7.3 24.0 8.1 21.1 9.7 4.2

●「若い世代の就労⽀援」が約8割を占める。次いで「⼦育て⽀援・教育環境の充実」、「結婚⽀援の充実」が⾼い。 
●「20代以下〜30代」では、「⽇常的な買い物や飲⾷が出来る施設の充実」が全体平均よりも⾼い。 
●「30代」では「住まい探し、住宅設備や住宅取得への⽀援」が、「40代」では「⼦育て⽀援や教育環境の充実」が全体平均よりも⾼い。 

問 14 MA（3 つまで） 

ｎ＝1,314 

③理想とする⼦どもの数 問 17-2 SA 

●理想とする⼦どもの数が実現できていない⽅
（「現在より多くの⼦どもが欲しい」⽅）が約3
割を占めている。 

●出産・⼦育てについて、「経済的⽀援」「⼦育て
しやすい環境づくり」（職場の⽀援制度の促進、
預け先施設の充実）の取り組みが⾏政に期待され
ている。 

ｎ＝344 

⑤地域の⼈⼝が減少する中で暮らし続けるために重要な事項 問 18 MA（3 つまで） 

現在、出産を望んでいる⽅、または、 
⼦育てをしている⽅のみ 

現在の⼦
どもの⼈
数が理想

50.9%
現在よりも
多くの⼦ど
もが欲しい

32.8%

無回答
16.3%

54.7%

32.3%

28.5%

24.7%

20.6%

18.0%

12.8%

10.5%

10.2%

8.7%

5.5%

3.5%

子育て期における経済的支援

企業や事業所などの職場における育児休業制
度や短時間勤務制度等の取組促進

妊娠・出産時の経済支援

保育園など預け先施設の充実

教育内容や教育環境の充実

多子世帯への支援拡充

安心して遊べる公園や遊び場の環境の整備

妊娠・出産に関する相談・サポート体制の充実

就労や技能訓練等の支援サービスの充実

子育てに関する相談・サポート体制の充実

住宅斡旋や取得支援、公営住宅への優先入
居などの住宅面の支援

その他

0% 20% 40% 60%
④⾏政に期待する取り組み 
※現在、出産を望んでいる⽅、または、⼦育てをしている⽅のみ 

問 17-4 MA（3 つまで） 

74.2%
38.9%

37.4%
30.6%

20.3%
16.7%

12.7%
8.1%

2.5%
3.5%

車が運転できなくても安心して暮らせる仕組み

いつまでも働ける場所

困ったときに相談できる人・窓口

災害時における防災体制や助け合いの環境

様々な年代の方と交流ができる機会

スポーツや健康づくりを行う場所や機会

地域貢献、社会貢献ができる場所

生涯学習ができる場所

わからない

その他

0% 20% 40% 60% 80%

●「⾞が運転できなくても安⼼して暮らせる仕組
み」が最も⾼い。年代別でみても、全ての年代で
最も⾼かった。 

●次いで、「いつまでも働ける場所」「困ったとき
に相談できる⼈・窓⼝」「災害時における防災体
制や助け合いの環境」との回答が⾼い。 

ｎ＝344 

ｎ＝1,314 

ｎ＝1,314 

●地域活動への参加経験者は約8割を占めている。 
●参加したことはなく関⼼もない⽅が1割であった。 

問 19 SA 問 20 SA 

●互いに協⼒しながら「役割を分担して」進めていくが最も⾼く、次
いで、互いに協⼒しながら「⾏政が中⼼になって」進めていく。 

ｎ＝1,314 

②地域活動への参加経験 

町⺠や地域で⾃分たちが中⼼
となってまちづくりを⾏い、
できないことを⾏政が⽀援す

る
11.9%

町⺠と⾏政が互いに協⼒しなが
ら、役割を分担してまちづくり

を進めていく
41.6%

町⺠と協⼒しながら、⾏
政が中⼼となってまちづ

くりを進めていく
31.2%

わからない
10.7%

その他
1.6%

無回答
3.0%

③参加しやすい仕組みづくり 

問 25 SA ④⾏政への関⼼ 

問 21 MA（3 つまで） 

42.8%

39.5%

34.6%

25.5%

22.7%

20.0%

8.6%

7.0%

2.1%

町民が気軽に参加できるイベントなどの開

催

世代や男女関係なしに意見を言いやすい

（関わりやすい）環境・雰囲気づくり

まちづくりリーダーや担い手の育成・支援

まちづくり活動費などの資金調達の多様化

活動回数を減らすなど負担軽減の検討

まちづくりに関する行政情報の提供・充実

わからない

まちづくりの出前講座などの学習機会の提

供

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

●「気軽に参加できるイベントの開催」「意⾒を⾔いやすい環境・雰囲気づくり」「リーダーや担い⼿の育成・⽀援」が⾼い。 
●「20代以下」では「⾏政情報の提供・充実」「町⺠が気軽に参加できるイベントなどの開催」が全体平均よりも⾼い。 
●「30代〜40代」では「活動回数を減らすなどの負担軽減の検討」が全体平均よりも⾼い。 

⼤いに関
⼼がある

15.9%

どちらかと
いえば関⼼

がある
42.9%

どちらかと
いえば関⼼

がない
12.3%

あまり関⼼がな
い

9.2%

どちらともい
えない
14.6%

無回答
5.1%

⑤町政運営のための取組 
42.0%

36.2%

36.1%

24.7%

22.5%

19.3%

17.0%

10.6%

9.6%

3.3%

地域の課題など、何でも気軽に話し合える場づくり

町民説明会・意見交換会など、重要事項に関する直接的な

対話機会の充実

より町民にわかりやすい政策・事業の評価

政策設計から事業展開まで幅広く、町民と行政が協働して取

り組める機会づくり

アンケート調査など町民の意見を聴く機会の充実

広報誌やホームページなどによる情報提供の充実

計画や政策の策定に関する審議会や策定委員会などへの町

民参画の充実

町長と直接対話できる機会の充実

パブリックコメント（意見公募）の充実

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%問 26 MA（3 つまで） 

●全体の約6割が奥出雲町の⾏政に関⼼を⽰してい
る。（「多いに関⼼がある」「どちらかといえば関
⼼がある」の合計） 

●「地域の課題など、何でも気軽に話し合える場づくり」「町⺠説明会・意⾒交換会
など、重要事項に関する直接的な対話機会の充実」「より町⺠にわかりやすい政
策・事業の評価」が⾼い。 

ｎ＝1,314 

ｎ＝1,314 

ｎ＝1,314 
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企業や事業所などの職場における育児休業制度や 
短時間勤務制度等の取組促進 

住宅斡旋や取得支援、公営住宅への 
優先入居などの住宅面の支援 

町民が気軽に参加できるイベントなどの開催 

世代や男女関係なしに意見を言いやすい 
（関わりやすい）環境・雰囲気づくり 

まちづくりの出前講座などの学習機会の提供 

町民説明会・意見交換会など、重要事項に関する 
直接的な対話機会の充実 

政策設計から事業展開まで幅広く、町民と行政が 
協働して取り組める機会づくり 

計画や政策の策定に関する審議会や策定委員会 
などへの町民参画の充実 
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町⺠意識調査 

（４）施策の充⾜度・重要度について 
①施策の「充⾜度」と「重要度」の指標化 
 第1次奥出雲町総合計画に掲げた40の施策について、それぞれの「充⾜度」と「今後の重要度」を5段階評価でたずねた。 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②施策の「充⾜度」と「重要度」の相関図 
 「充⾜度」と「重要度」それぞれの加重平均値をもとに、縦軸に「重要度」、横軸に「充⾜度」をとり、40の施策を散布図上に
⽰し、「相関図」として各施策の位置づけを整理した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

全体 ④商業振興、⑤工業振興、⑥雇用環境整備、⑦定住対策推進、⑲医療体制充実 

20 代以下 
④商業振興、⑥雇用環境整備、⑦定住対策推進、⑲医療体制充実、㉜公共施設利活用、㉝道路網整備、 

㉞公共交通体系整備、㉟情報化推進 ㊱住宅等整備 

30～40 代 
④商業振興、⑤工業振興、⑥雇用環境整備、⑦定住対策推進、⑰障がい者福祉充実、⑲医療体制充実、 

㉙男女共同参画社会推進、㉜公共施設利活用、㉞公共交通体系整備、㉟情報化推進 ㊱住宅等整備 

50～60 代 ④商業振興、⑤工業振興、⑥雇用環境整備、⑲医療体制充実  

70 代 ⑤工業振興、⑥雇用環境整備、⑪神話・自然等観光振興、⑲医療体制充実 

 

問 21 SA 

●充⾜度が最も⾼いのは「37.上下⽔道整備」次いで「26.スポーツ振
興」「38.⾃然環境保全・景観形成」 

●充⾜度が最も低いのは「6.雇⽤環境整備」次いで「4. 商業振興」
「5.⼯業振興」 

施策の「充⾜度」と「重要度」をよりわかりやすく分析するため以下のように係数（ウエイト）を設定し、加重平均による指標化を⾏った。 
【充⾜度】 
（「達成している」の件数×2 点＋「やや達成している」の件数×1 点＋「どちらともいえない」の件数×0 点＋「あまり達成していない」の件数×-1 点＋「達成してい
ない」の件数×-2 点）÷（回答者件数―無回答件数） 
【重要度】 
（「重要である」の件数×2 点＋「やや重要である」の件数×1 点＋「どちらともいえない」の件数×0 点＋「あまり重要ではない」の件数×-1 点＋「重要ではない」の件数×-2 点）÷（回答者
件数―無回答件数） 

■施策の充⾜度                   ■施策の重要度 

●重要度が最も⾼いのは「19.医療体制充実」次いで「1.農業振興」
「20.学校教育充実」 
●重要度が最も低いのは「24.広域間・国際交流推進」次いで「8.交流

による農村の活性化」「10.新エネルギー推進」 

【重点化・見直し領域】 【現状維持領域】 
重要度「高」・充足度「低」 重要度「高」・充足度「高」 

【現状維持・見直し領域】 

充足度平均 
0.01 

重要度平均 
1.04 

【改善・見直し領域】 
重要度「低」・充足度「低」 重要度「低」・充足度「高」 

優先的に取り組むべき施策 

■優先的に取り組むべき施策（A 領域） 
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凡例 分野 
 産業・観光 
 保健・医療・福祉・教育・⼦育て 
 協働・基盤整備・環境  

医療 

産業 

基盤整備 

保健・福祉、教育・子育て 

保健・福祉、教育・子育て 

産業・観光 

①農業振興

②畜産業振興

③林業振興

④商業振興

⑤工業振興

⑥雇用環境整備

⑦定住対策推進

⑧交流による農村活性化

⑨産業創出・育成

⑩新エネルギー推進

⑪神話・自然等観光振興

⑫観光レクリエーション施設振興⑬広域連携観光振興

⑭保健施策推進

⑮地域福祉推進

⑯高齢者福祉充実

⑰障がい者福祉充実

⑱ひとり親家庭福祉充実

⑲医療体制充実

⑳学校教育充実

㉑社会教育推進

㉒図書サービス充実

㉓人権施策推進

㉔広域間・国際交流推進

㉕地域文化振興

㉖スポーツ振興

㉗子育て支援充実

㉘地域コミュニティづくり推進

㉙男女共同参画社会推進

㉚消防・防災体制充実

㉛安全対策推進

㉜公共施設利活用

㉝道路網整備

㉞公共交通体系整備

㉟情報化推進

㊱住宅等整備

㊲上下水道整備

㊳自然環境保全・景観形成

㊴地球温暖化防止対策

㊵循環型社会の構築
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